
第 213 回岩手医科大学歯学部倫理委員会記録 

 

 

1 日 時 2020 年 3 月 25 日（水）午後 5時 30 分～6時 10 分 

2 場 所 歯学部 4 階会議室、矢巾キャンパス 4階小会議室 

3 出席者 佐原委員長、原田委員、野田委員、近藤委員、山田委員、田中委員、千葉委員、

岸委員、遠藤委員（教養教育センター）、及川委員、髙橋委員、水城委員、柳沢委

員 

4 前回委員会（2月 26 日開催）記録の確認 

5  議事 

（1）倫理申請に係る審査 

 （再提出（再審査）） 

  1）受付番号 01326 医療工学講座 教授 武本 真治 

    研究の名称：「歯磨き後の歯ブラシの汚れ評価と除菌効果」 

   【審議結果】 

    審査の結果、「承認」と判定した。 

    なお、次のとおり意見があったことから、研究対象者について、「直接利害関係があ

る学生（当該講座が担当する講義を受講する学生）はなるべき対象としない旨推奨する。」

とのコメントを付すこととした。 

   【審議内容】 

    ○研究対象者について 

     ・学生が入るのはどうなのか。学生は弱者であり、対象者全員というのはどうか。

例えば、半分以下、歯科理工学の単位を既に受けている者、直接講義を受けてい

る学生を除く等と明確にしてはどうか。 

     ・明確に説明した上で同意が得られるのであれば、妨げるものではない。 

     ・計画書、説明文書にも学業成績を含む不利益な取り扱いは行わないと記載してい

る。 

     ・倫理委員会としてアドバイスは可能だが、最終的な決定権は申請者にある。 

     ・倫理委員会として、当該講座が担当している学生は、ボランティアには含まない

方が良いのではと推奨してはどうか。 

    ○研究方法について 

     ・30 名を集合させるのであれば、コロナウイルス感染対策を講じる必要があるので

は。 

     ・おそらく集合はさせず、無記名でどこかに提出させる方法だと思う。集める方法



さえしっかりしていれば問題ない。 

（2）2020 年度歯学部倫理委員会開催日程（案）について（資料 1） 

   佐原委員長から、標記委員会日程（案）について資料に基づき説明があり、審議の結果、

これを承認した。 

   この中で、WEB 審査システム導入について意見が出され、導入に向け、必要事項等を

整理することとした。 

（3）2019 年度倫理委員会活動報告（資料 2） 

   佐原委員長から、2019 年度倫理委員会審査状況について、資料に基づき次のとおり報告

があった。 

  【審査件数】 

   ・新規 延べ 16 課題（再審査含む） 

   ・変更    1 課題 

  【迅速件数】 

   ・新規    5 課題 

（4）学会発表に係る倫理審査について 

   原田委員から、本来倫理審査には該当しないが、学会発表等で倫理審査証明が求められ

る場合に対応するため、簡易的な審査を検討してはとの意見が出され、協議の結果、簡易

な様式を新たに作成し、迅速審査で進める方向で検討することとした。 

   なお、様式については、佐原委員長、原田委員、野田委員を中心に原案を作成すること

とした。 

6 次回委員会について 

  次回委員会は、2020 年 4 月 22 日（水）17：30 から開催することとした。 

以上 


